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今
回
の
作
業
は
、
原
子
炉
の
外
側
に
設
置

さ
れ
て
い
る
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
保
管
中
の

１
６
０
体
の
う
ち
、
１
０
０
体
の
燃
料
体
を

燃
料
池
に
移
送
を
行
い
ま
す
。

燃
料
体
の
移
送
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
燃

料
体
に
付
着
し
て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
燃
料

洗
浄
槽
内
で
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
と
水
蒸
気
の
混

合
気
体
を
循
環
さ
せ
て
ゆ
っ
く
り
洗
浄
し
ま

す
。「
不
活
性
ガ
ス
」
で
あ
る
ア
ル
ゴ
ン
ガ

ス
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
（
水
蒸
気
）
の
化

学
反
応
を
緩
や
か
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
が
反
応
し
た

際
、
発
生
す
る
水
素
ガ
ス
を
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

で
薄
め
て
、
水
素
燃
焼
を
抑
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
水
洗
し
て
か
ら
缶
詰
缶
に
収
納
し
、

燃
料
池
（
水
の
プ
ー
ル
）
に
移
送
し
、
保
管

し
ま
す
。

燃
料
体
取
出
し
作
業

に
は
、
原
子
炉
容
器
か

ら
燃
料
体
を
取
出
し
、

炉
外
燃
料
貯
蔵
設
備
ま

で
移
送
す
る
「
燃
料
体

の
取
出
し
作
業
」
と
炉
外
燃
料
貯
蔵
設
備
か

01
手順確認

ら
燃
料
体
を
取
出
し
、
燃
料
洗
浄
設
備
で
付

着
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
洗
浄
し
て
、
燃
料
池

に
移
送
・
貯
蔵
す
る
「
燃
料
体
の
処
理
作
業
」

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
子
炉
容
器
か
ら
燃
料
体
を
取

出
し
た
後
に
、
燃
料
体
位
置
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
平
成
30
年
8
月
30
日
、
第
1
段
階
「
燃
料
体
取
出
し
作
業
期
間
」
の
最
初
の

作
業
で
あ
る
「
燃
料
体
の
処
理
作
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
燃
料
体
取
出
し
作
業
を
安
全
に
実
施
す
る
た
め
に
、
実
際
の
作
業
を
想
定
し

た
訓
練
な
ど
を
重
ね
、
十
分
な
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

燃
料
体
取
出
し
作
業
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た

燃
料
体
取
出
し
作
業
に
向
け
て

各
種
訓
練
な
ど
を
重
ね
て
い
ま
す

保
つ
た
め
に
模
擬
燃
料
体
を
挿
入
す
る
作
業

も
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
を
滞
り
な
く
、
確
実
に
実

施
す
る
た
め
に
、
ま
ず
燃
料
操
作
室
の
実
際

の
操
作
盤
で
、
ス
イ
ッ
チ
に
は
直
接
触
れ
ず

に
一
連
の
操
作
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
手
順
確
認
で
は
、
手
順
書
と
操
作
盤

や
、
計
器
を
現
場
に
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

操
作
責
任
者
、
操
作
員
、
記
録
員
に
役
割
を

与
え
、
操
作
手
順
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 燃料体取出し作業開始時の「もんじゅ」で働く従業員への訓示の様子（8月30日）

児玉理事長

安部所長

「もんじゅ」廃止措置の第１段階として、2022年度までに、
「もんじゅ」のすべての燃料体（530体）を、原子炉容器などから燃料池へ移すこととしています。

その最初の作業である燃料体の処理作業を、平成30年８月30日に開始しました。

「もんじゅ」廃止措置の
スタートを切りました
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そ
の
結
果
、
操
作
責
任
者
、
操
作
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
た
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
訓
練
を
通
じ
て
、
手

順
書
の
誤
記
、
表
現
の
適
正
化
が
必
要
な
箇

所
を
確
認
し
、
実
際
の
作
業
に
向
け
て
改
善

に
繋
げ
る
な
ど
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

想
定
さ
れ
る
不
具
合

や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、

設
備
図
書
を
用
い
、
原

因
の
特
定
、
ト
ラ
ブ
ル

収
束
に
向
け
た
対
応

方
法
な
ど
の
検
討
を
実
施
す
る
訓
練
と
し
て

「
図
上
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

02
図上訓練

作
業
中
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
場
合
を
想

定
し
た
訓
練
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え

い
を
想
定
し
た
「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
総
合
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
訓
練
に
よ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
対
応
体
制
の
確
認
及
び
現
場
組
織
と
対

外
対
応
組
織
の
連
携
性
の
向
上
を
図
り
、
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

落
ち
着
い
て
対
処
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
行

い
ま
し
た
。

03
トラブル対応

総合訓練

着
実
な
作
業
に

向
け
た
体
制
強
化

トラブル対応総合訓練

「もんじゅ」の燃料体取出しで使う燃料出入機

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
試
験
・
訓
練

の
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
設
備
の
不
具
合
が

発
生
し
、
そ
の
対
応
に
時
間
を
要
す
る
結
果

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
燃
料
体
取
出

し
作
業
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
さ
ら

な
る
体
制
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

不
具
合
に
対
し
て
原
因
究
明
と
対
策
を
確

実
か
つ
速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
原

因
と
対
策
の
検
討
を
行
う
敦
賀
廃
止
措
置
実

証
本
部
の
要
員
２
名
が
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
当

面
の
間
常
駐
し
、
不
具
合
の
発
生
段
階
か
ら

支
援
す
る
体
制
を
築
き
ま
し
た
。

燃
料
処
理
設
備
の
製
作
メ
ー
カ
に
つ
い
て

も
、
不
具
合
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
を
行
う

た
め
、
す
で
に
現
場
に
い
る
技
術
者
に
加
え
、

保
守
な
ど
に
関
す
る
責
任
者
、
設
計
者
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
３
名
が
、「
も

ん
じ
ゅ
」
の
現
地
事
務
所
に
当
面
の
間
常
駐

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
の
燃
料
体
取
出
し
作
業
に
お

け
る
設
備
の
操
作
を
行
う
「
操
作
チ
ー
ム
」

に
つ
い
て
、
25
名
に
加
え
、
交
代
要
員
を
増

員
し
、
32
名
編
成
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
燃
料
体
取
出

し
の
状
況
を
確
実
に
情
報
提
供
で
き
る
よ

う
、
広
報
体
制
に
つ
い
て
も
強
化
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、「
も

ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

燃
料
体
の
処
理
に
関

す
る
一
連
の
自
動
運
転

が
問
題
な
く
進
行
す
る

こ
と
や
各
設
備
の
作
動

状
態
を
確
認
す
る
「
総

合
機
能
試
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
順
確
認

や
訓
練
を
踏
ま
え
、
実

際
の
操
作
盤
を
用
い
、

模
擬
燃
料
体
の
移
送
、

使
用
済
制
御
棒
の
洗
浄

な
ど
、
よ
り
実
作
業
に
近
い
作
業
を
模
擬
し

た
「
模
擬
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

04
総合機能

試 験

05
模擬訓練

燃料処理模擬訓練開始の様子
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2次冷却系ナトリウム
抜き取りに向けて

〜ナトリウム漏えいリスクを低減するために〜

谷
たに

垣
が き

考
た か

則
の り

この研究に携わっている機構職員

もんじゅ2次冷却系ナトリウムループに設置されて
いる機器の保守管理を担当しています。2次系ナトリ
ウム一時保管用タンクの設置を主要業務としていま
す。2次系ナトリウム抜き取りに向けて、ナトリウム
移送時に使用する配管の敷設やナトリウム漏えい対
策等にも携わっており、多岐にわたるメーカーとの調整等にやりがいを感じて取
り組んでいます。今後も安全最優先で一つ一つ確実に進めていく所存です。

敦賀廃止措置実証部門
高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　機械保全課

もんじゅREPORTもんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる「獅
子」をイメージしたもの

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
を 

全
て
抜
き
取
り

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
廃
止
措
置
の
第
１
段
階

と
し
て
、
燃
料
体
の
取
出
し
と
と
も
に
２
次

冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
き
取
り
を
平
成
30

年
中
に
行
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
燃
料
は
、
既
に
十
分
に

冷
え
て
お
り
、
冷
却
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
す
べ
て
抜
き

取
っ
て
も
安
全
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
た
め
、
今
年
の
12
月
ま
で
に
す
べ

て
の
２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
抜
き
取
る

計
画
で
す
。
２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、

全
部
で
３
ル
ー
プ
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
あ
り
、

全
体
で
約
８
４
０
㎥
（
約
７
５
３
ト
ン
）
あ

り
ま
す
。
既
設
の
保
管
タ
ン
ク
で
は
全
て
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
抜
き
と
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
一
時
保
管
用
の
タ
ン
ク
２
基
を
設
置

し
ま
す
。

一
時
保
管
タ
ン
ク
の
設
置
作
業
を 

実
施
中

現
在
は
、
平
成
30
年
5
月
か
ら
既
設
タ
ン

ク
に
、
2
ル
ー
プ
（
Ａ
・
Ｃ
）
の
ナ
ト
リ
ウ

容量を超えるナトリウムを貯蔵する 
一時保管タンク（平成30年7月3日搬入）

ム
を
抜
き
取
り
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
ル
ー
プ
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
き
取
り
は
、
既
設
タ
ン
ク

の
容
量
を
超
え
る
約
31
㎥
分
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
貯
蔵
す
る
一
時
保
管
用
タ
ン
ク
を
設
置
し

た
後
、
平
成
30
年
12
月
に
完
了
す
る
予
定
で

す
。抜

き
取
っ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
敷
地
内
で
保

管
し
ま
す
が
、
今
後
、
搬
出
方
法
、
期
限
な

ど
の
計
画
に
つ
い
て
、
燃
料
体
取
出
し
作
業

期
間
中
に
検
討
し
、
次
の
段
階
（
解
体
準
備

期
間
）
に
着
手
す
る
ま
で
に
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
廃
止
措
置
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

【左】現在の状態（2次系のA・Cループナトリウム抜き取り済み）、【右】2次系の全ナトリウム
抜き取り後の状態　※2次系の黄色の部分はナトリウム充填中。水色は抜き取り済み。
【左】現在の状態（２次系のＡ・Ｃループナトリウム抜き取り済み）、【右】２次系の全ナトリウム
抜き取り後の状態 ※２次系の黄色の部分はナトリウム充填中。水色は抜き取り済み。

２次冷却系

Ａ
ル
ー
プ

Ｂ
ル
ー
プ

Ｃ
ル
ー
プ

２次冷却系

Ａ
ル
ー
プ

Ｂ
ル
ー
プ

Ｃ
ル
ー
プ

１次冷却系 １次冷却系
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粟
あわ

谷
た に

悠
ゆ う

人
と

この研究に携わっている機構職員

「ふげん」の原子炉解体には、レーザー切断工法を
採用します。レーザー技術は既に金属加工や医療等
の一般産業界において広く利活用されている安全性
の高い技術です。今年度からスマデコを活用した実
証試験を通じてさらに万全の準備を行い、「ふげん」
の原子炉解体でレーザー切断技術の有効性を証明し、その成果を福井県から国
内はもとより世界へ情報発信していきたいと考えています。

敦賀廃止措置実証部門
新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部　技術実証課

ふげんREPORT

スマデコで原子炉本体
解体工法の検証

〜モックアップ試験フィールドで今年度から開始予定〜

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる「象」
をイメージしたもの

世
界
初
、
レ
ー
ザ
ー
切
断
技
術
を 

原
子
炉
本
体
の
解
体
に
採
用

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
原
子
炉
本
体
解
体
作

業
に
向
け
て
、
安
全
か
つ
確
実
な
解
体
工
法

の
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

原
子
炉
本
体
は
放
射
線
量
が
非
常
に
高
い

た
め
、
遮
へ
い
効
果
の
高
い
水
中
で
遠
隔
操

作
に
よ
っ
て
解
体
作
業
を
行
い
ま
す
。
解
体

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
が
あ
り
ま
す
が
、「
ふ

げ
ん
」
特
有
の
原
子
炉
内
部
が
狭
く
て
複
雑

な
構
造
に
最
適
な
解
体
工
法
を
選
定
す
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
技
術
的
検
討
や
切

断
試
験
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
作
業
の
容
易
性
や
切
断
時
に
飛
散
す
る

二
次
放
射
性
廃
棄
物
の
発
生
量
の
少
な
さ
な

ど
か
ら
、
レ
ー
ザ
ー
切
断
技
術
を
基
幹
工
法

と
し
て
採
用
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

原
子
炉
本
体
の
解
体
工
法
と
し
て
レ
ー

ザ
ー
切
断
技
術
を
採
用
す
る
の
は
世
界
初
の

た
め
、
安
全
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

本
番
に
備
え
て
実
証
試
験
を
行
い
ま
す
。
こ

の
実
証

試
験
は
、

本
年
６
月

に
運
用
を

開
始
し
た

「
ふ
く
い

ス
マ
ー
ト

デ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ニ
ン

グ
技
術
実

証
拠
点
」

（
ス
マ
デ

コ
）の
廃
止
措
置
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
フ
ィ
ー

ル
ド
（
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
）
を
用
い
て
実
施

し
ま
す
。

試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
で 

遠
隔
操
作
に
よ
る

切
断
試
験

本
実
証
試
験
は
、
本

番
に
備
え
て
適
切
な
切

断
条
件
等
の
検
証
や
操

作
員
の
習
熟
訓
練
、
さ

ら
に
今
後
開
発
を
進
め
る
予
定
の
原
子
炉
本

体
遠
隔
解
体
装
置
の
設
計
へ
の
反
映
な
ど
を

目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
設
置

さ
れ
て
い
る
高
さ
約
10
・５
ｍ
の
円
筒
型
プ
ー

ル
を
用
い
て
、
実
際
の
高
さ
が
約
７
ｍ
に
な

る
「
ふ
げ
ん
」
原
子
炉
本
体
の
解
体
を
想
定

し
た
水
中
環
境
を
模
擬
し
ま
す
。
こ
の
プ
ー

ル
の
中
に
原
子
炉
本
体
内
部
に
使
用
さ
れ
て

い
る
構
造
材
と
同
じ
試
験
体
を
配
置
し
、
先

端
に
レ
ー
ザ
ー
切
断
ヘ
ッ
ド
を
取
り
付
け
た

多
関
節
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
（
工
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
）
と
高
出
力
レ
ー
ザ
ー
発
振
器
を
組
み
合

わ
せ
た
解
体
装
置
を
用
い
て
実
際
に
遠
隔
操

作
に
よ
る
水
中
レ
ー
ザ
ー
切
断
試
験
を
行
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
基
礎
試
験
な
ど
で
得
ら
れ
た
遠

隔
制
御
方
法
や
切
断
条
件
が
実
用
的
で
安
全

か
つ
確
実
な
解
体
に
適
用
で
き
る
か
と
い
う

観
点
か
ら
工
学
的
に
検
証
を
重
ね
、
解
体
ま

で
の
約
５
年
間
を
か
け
て
万
全
の
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

過去に実施してきた遠隔操作による
気中レーザー切断試験状況

試験フィールドにある円筒型プール（写真
上）とタンク内を上下に昇降可能な多関節 
マニピュレータ（写真下）
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つるほんだよりつるほんだより

●
原
子
力
発
電
を
安
全
性
の
高
い
炉
に

切
り
か
え
、
新
増
設
や
リ
プ
レ
ー
ス

を
期
待
す
る
！	

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
現
状
を
踏
ま
え
、
住
民
と
の
共
生
の

た
め
に
は
、
随
時
「
使
用
済
核
燃
料
」

の
処
理
状
況
が
知
り
た
い
。
新
本
部・

新
体
制
等
は
機
構
側
の
こ
と
で
あ

り
、
住
民
に
と
っ
て
は
過
去
数
十
年

の
歴
史
に
「
安
全
」
で
答
え
て
い
た

だ
き
た
い
。	

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
難
し
い
事
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
造

る
の
も
壊
す
の
も
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
い
つ
か
は
壊
れ
る
・
廃
止
に
な

る
と
考
え
て
造
ら
な
け
れ
ば
…
そ
も

そ
も
必
要
で
し
た
か
？	

ど
れ
だ
け
の

恩
恵
が
あ
り
ま
し
た
か
？	

安
全
に

廃
止
で
き
ま
す
よ
う
に
。

	
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
原
子
力
政
策
が
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
大
き
く
政
府
に
よ
っ
て
変
更

が
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で

す
。	

（
吹
田
市
・
男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

ご

意

見

箱

　
平
成
30
年
７
月
11
日
〜
12
日
、「
ふ
げ
ん
」
の
井
口
幸
弘
副
所
長
が
、
韓

国
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
待
を
受
け
出
席
し
、「
ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
デ 

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠
点
」（
ス
マ
デ
コ
）
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
地
元
メ
デ
ィ
ア

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

韓
国
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

ス
マ
デ
コ
注
目
！

地
域
の
廃
止
措
置
へ
の
貢
献
を 

め
ざ
す
ス
マ
デ
コ
に
関
心

「
ふ
げ
ん
」
の
井
口
幸
弘
副
所
長
は
、

慶
尚
北
道
（
韓
国
東
海
岸
の
地
域
）
及

び
慶
州
市
が
主
催
す
るInternational	

N
uclear	Pow

er	Safety	&
	D
ecom

-
m
issioning	Industry	Forum

（
国
際

原
子
力
安
全
及
び
廃
止

措
置
産
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
２
０
１
８
に
招
待

を
受
け
出
席
し
、「
ふ

げ
ん
」
の
廃
止
措
置
の

概
要
及
び
ス
マ
デ
コ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

韓
国
で
は
、
昨
年
６

月
に
釜
山
広
域
市
の

古
里
１
号
機
（PW

R	
556M

W
e

）
が
廃
止

措
置
の
た
め
恒
久
停

止
し
、
ま
た
、
今
年
６
月
に
は
、
慶
州

市
の
重
水
炉
月
城
１
号
機
（CA

N
D
U
	

679M
W
e

）
の
閉
鎖
を
決
定
す
る
な
ど
、

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
が
現
実
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
韓
国
東
南
部
に

位
置
す
る
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
原
子
力

発
電
所
の
廃
止
措
置
の
産
業
化
を
視
野

に
研
究
拠
点
の
誘
致
の
動
き
が
あ
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
地

域
の
廃
止
措
置
へ
の

貢
献
を
め
ざ
す
原
子

力
機
構
の
ス
マ
デ
コ

に
つ
い
て
特
に
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
議
は
２
日
間

で
、
地
元
自
治
体
や

企
業
関
係
者
を
は
じ

め
大
学
、
原
子
力
関

係
組
織
の
専
門
家
等

約
２
５
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
テ
レ
ビ
局
に
よ
る 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
放
送

ま
た
、
期
間
中
に
は
主
催
者
事
務
局
の

依
頼
に
よ
り
、
原
子
力
機
構
の
取
組
み
に

つ
い
て
地
元
テ
レ
ビ
局
（
大
邱
放
送
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
そ
の
内
容
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
盛
況
な
様
子
と
と
も
に
当

日
の
う
ち
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
複
数
の

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
が
進
め
ら
れ

て
い
る
福
井
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
地
の
地

域
特
性
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
共
通
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
ス

マ
デ
コ
の
取
り
組
み
は
、
大
き
な
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

フォーラム会場の様子

講演する井口副所長
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つるほんだよりつるほんだより
　
今
年
度
は
７
月
19
日
に
福
井
、
25
日
に
敦
賀
で
懇
話
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
8
月
11
日
、
美
浜
町
に
お
け
る
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
夏
フ
ェ

ス
タ
美
浜
」
が
美
浜
町
総
合
運
動
公
園
（
久
々
子
湖
畔
）
で
開
催
さ
れ
、
出
展 

参
加
し
ま
し
た
。

「
夏
フ
ェ
ス
タ
美
浜
」に
出
展

「
懇
話
会
」
は
、
高
速
増
殖
原
型
炉

も
ん
じ
ゅ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
を

契
機
に
、
事
業
の
推
進
を
図
る
上
で
県

民
及
び
市
民
の
皆
様
か
ら
の
技
術
的
信

頼
と
社
会
的
信
用
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
、
直
接
各
界
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
設

置
し
て
い
る
も
の
で
す
。
県
内
及
び
市

内
の
各
種
団
体
や
大
学
等
の
代
表
者
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
7
月
19
日
に
福
井
懇
話

会
、
25
日
に
敦
賀
懇
話
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
ふ
げ
ん
」
及
び
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
廃
止
措
置
の
実
施
体
制
や
今
後
の
工

程
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
委
員
か
ら
は

若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
廃
止

措
置
事
業
と
し
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望

や
、
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
て
い
く

べ
き
等
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

原
子
力
機
構

は
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、

安
全
を
最
優
先

に
、
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て

廃
止
措
置
に
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
メ
イ
ン
と
な
る
打
上
げ

花
火
の
ほ
か
、
福
井
国
体
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
で
炬き

ょ

火か

リ
レ
ー
等
が
催
さ
れ
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。

原
子
力
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
、
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
パ
ネ
ル
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
用
い
た
事
業
紹
介
、
来
場

者
の
顔
写
真
を
撮
影
し
た
缶
バ
ッ
ジ
の

作
成
・
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
写
真
入

り
缶
バ
ッ
ジ
は
特
に
お
子
様
や
家
族
連

れ
の
方
々
に
好
評
で
、
約
４
０
０
名
の

方
々
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
出
展

を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
直
接
ふ
れ
あ

い
、
原
子
力
機
構
の
情
報
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
、
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「もんじゅ」の地元である敦賀市白木で行われた白城祭り。
今年は神輿を大規模に修復。白木区の方が威勢よく地区
内を練り歩き、例年以上に多くの賑わいを見せました。

表 紙 写 真 紹 介

福
井・敦
賀
の
２
会
場
で

懇
話
会
を
開
催

ブースにて缶バッチを作成・配布

福井（写真上）・敦賀（写真下）で開催した懇話会の様子
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つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jaea.go.jp  （
平
成
30
年
9
月
発
行
）

─
№ 119

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

⃝

佐
田
伝
統
文
化
保
存
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
８
０
・
８
６
９
５
・
１
４
４
０

「
す
て
な
踊
り
」の
復
活
で 

納
涼
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る

美
浜
町
東
部
に
位
置
す
る
佐
田
地
区
で
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
る
多
彩
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
佐
田
伝
統

文
化
保
存
会
」
で
す
。

当
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、「
す
て
な
踊
り
」
の
復
活
で

す
。「
す
て
な
踊
り
」
は
敦
賀
市
か
ら
若
狭

町
三
方
地
域
に
伝
わ
る
踊
り
で
、
江
戸
時
代

中
期
以
来
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
佐
田
地
区

で
は
、
毎
年
８
月
13
・
14
・
17
日
に
開
催
さ

れ
る
納
涼
盆
踊
り
で
「
す
て
な
踊
り
」
を
踊

り
、
先
祖
の
霊
を
供
養
す
る
の
が
習
わ
し
と

な
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年

は
担
い
手
不

足
に
よ
り
音

頭
取
り
の
生

歌
や
太
鼓
の

生
演
奏
を
休

止
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態

と
な
っ
て
い

ま
し
た
。「
や
む
な
く
Ｃ
Ｄ
を
流
し
て
踊
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
や
は
り
さ
み
し

い
。
昔
の
す
て
な
踊
り
を
復
活
さ
せ
、
納
涼

盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
有
志
が
集
ま

り
、
平
成
25
年
４
月
に
当
会
を
発
足
し
ま
し

た
」
と
会
長
の
中
道
健
三
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

３
日
間
で
７
２
０
人
が
参
加
、 

外
国
人
に
も
Ｐ
Ｒ

ま
ず
は
若
い
人
に
呼
び
か
け
、
太
鼓
の
叩

き
方
や
音
頭
を
伝
承
。
現
在
は
、
20
代
の
音

頭
取
り
２
名
、
高
校
生
、
専
門
学
生
、
社
会

人
の
太
鼓
叩
き
７
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
若
者
が
加
わ
る
こ
と
で
若
い
世
代
に
伝
承

意
識
が
芽
生
え
、
納
涼
盆
踊
り
の
活
気
が

蘇
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
事
務
局

長
の
町
野
芳
信
さ
ん
。「
活
動
を
始
め
た
当

初
は
会
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
徐
々
に
名
前
が
浸
透
し
、
婦
人
会
や

青
年
会
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
と
も
連
携
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」。

祭
り
を
彩
る
灯と

う

篭ろ
う

づ
く
り
や
ア
ル
ミ
缶
の
風

車
づ
く
り
で
も
区
民
に
声
を
か
け
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
納
涼
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
活
動
を
開
始
し
て
以
降
、
納
涼
盆
踊
り

へ
の
参
加
人
数
は
徐
々
に
増
え
、
６
年
目
の

今
年
は
３
日
間
で
７
２
０
名
が
参
加
し
、
大

盛
況
に
。
さ
ら
に
今
年
は
近
隣
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
い
る
外
国
人
に
も
英
語
版
の
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
Ｐ
Ｒ
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
「
す
て

な
踊
り
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
意
識
し
た
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、 

多
彩
な
活
動
を
展
開

立
ち
上
げ

た
当
初
は
15

名
だ
っ
た
会

員
は
現
在
42

名
。
９
名
の

役
員
が
中
心

と
な
り
、
会

員
と
区
民
が

力
を
合
わ
せ

て
、
多
彩
な

活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
伝
承
料
理
の
食
事
会
も
そ

の
一
つ
。
ど
ろ
ず
（
鯖
ぬ
た
）、
芋
ご
は
ん

な
ど
、
家
庭
で
作
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

料
理
を
作
り
、
区
民
に
味
わ
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
年
末
の
し
め
縄

づ
く
り
や
吊
る
し
柿
体
験
、
防
空
壕
跡
見

学
、
座
禅
体
験
、
県
外
転
出
者
へ
の
情
報
提

供
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
。
取
り
組
み
ご

と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
、
組
織
力
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
年
間
を
通
じ

て
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

「
昔
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
、
と
思

い
出
し
な
が
ら
、
企
画
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
」
と
話
す
中
道
さ
ん
と
町
野
さ
ん
。
自
分

た
ち
が
体
験
し
て
き
た
地
域
の
伝
統
文
化

を
、
生
き
生
き
と
し
た
活
動
で
次
世
代
に
伝

え
て
い
ま
す
。

佐
田
伝
統
文
化
保
存
会

す
て
な
踊
り
を
復
活
し
、地
域
に
活
気
を
！

会 長
中道 健三さん

事務局長
町野 芳信さん

揃いのTシャツですてな踊りを踊る区民

家族での参加も多かったしめ縄づくり

佐田伝統文化保存会役員の皆さん
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